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Ⅰ．はじめに
１．保健体育科教員養成の現代的課題
　現代社会は，情報機器・ネットワーク環境
の急速な発展に伴い，多くの国々が密接なつ
ながりを持つグローバル化社会へと発展して
きている。グローバル化社会では，様々な情
報が容易に取得できるため，それらを適切に
蓄積・利用するための知識が必要となってい
る。その「知識」は，経済協力開発機構（以下，
OECD）が指摘するように「経済活動を牽引
する中心的な力」にも位置づけられており，
現代社会における重要性も高まっている1）。
このような社会の急速な変革による知識の重
要性の高まりは，教育にも影響を与えている。
それは，知識を教え込む学習である「教え込
み型」を目標とした学習から，「21世紀スキル」
や「21世紀のコンピテンシー」と呼ばれる高
度な思考や社会的スキルなどの能力を育成す
る学習への転換が求められている2）。
　この学習の転換は，学習指導要領に「基礎
的・基本的な知識及び技能」の習得，「思考
力，判断力，表現力」の育成が位置づけられ
ており3），わが国における学校教育において
も，単なる知識の詰め込み型の学習から，高
度な思考や社会的スキルの学習への転換が現
代社会の要請として求められている。
　以上のような教育の転換を受け，体育に関
しても友添（2010）は「グローバリゼーショ
ンが進展する今，体育もその例外ではないし，
体育もグローバルな視点から検討する時代を
迎えている」と述べており4），学校体育にお
ける目標もグローバルの視座から再検討する
必要性を指摘している。すなわち，現代の学
校体育では，グローバルな視座から運動・ス
ポーツの科学的内容を捉え，学習者に教授す
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る必要があるということである。これに伴い，
保健体育教員を養成する教育課程において
も，グローバルな視座から運動・スポーツ文
化に内在化している教育内容を抽出し，それ
を学生が理解できるように授業を設計するこ
とが要求され，学生が高度な思考や社会的ス
キルが向上するような授業を展開することが
現代的な教育の課題として求められている。
２．生涯スポーツ学部スポーツ教育学科での
保健体育科教員養成の理念
　北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学
科は，平成21年４月に生涯学習システム学部
健康プランニング学科を改組し，スポーツ教
育に関する高い専門知識と実践的技術を学
び，生涯スポーツ社会の実現に向けて，競技
スポーツ，学校教育，地域社会で活躍できる
人間性豊かな人材を育成することを目的とし
て開設した。同学科には中学校・高等学校教
諭一種免許状（保健体育）の教職課程を有し，
健康プランニング学科卒業生と合わせると，
これまで正規採用で164名（平成28年１月現
在）の保健体育科教員を輩出してきた（表１）。
このように同学科は，北海道の私立大学にお
ける保健体育科教員養成の先駆的役割を果た
している。
　スポーツ教育学科における教員養成の理念
は，「教育・教師に対する強い情熱を持ち，
スポーツ・健康に関する専門的知識を修得
し，実践的指導力のある保健体育科教員を養
成する」ことである。具体的養成教員像を以
下に示す。
（1）　健康・運動に関する実践的知識を有し，
運動やスポーツの楽しさを生徒に伝えること
のできる教員。
（2）　生徒・保護者・同僚とのコミュニケー
ションが円滑に図れ，教育的愛情にあふれ，
保護者や同僚と協働し職務を遂行できる教
員。
３．保健体育科教員養成のカリキュラム
　スポーツ教育学科における中学校教諭一種
免許状「保健体育｣ 及び高等学校教諭一種免
許状 ｢保健体育｣ を取得するための授業科目
と単位数について表２に示した。
　教科に関する科目では，教育職員免許法に
よる規定の20単位を超えて，本学科では実技
を確実に指導できる教員を養成するため，主
要な領域のスポーツ種目を13科目配置し，全
体として33単位の取得を義務付けている。ま
た，授業内容も単に学生が実技能力を修得す
ることを目的にするのではなく，指導力を身
に付けることができるよう指導案作成・模擬
授業なども取り入れた演習形式で実技種目を
展開している。授業科目が「指導演習」とな
表１　北翔大学　保健体育科教員合格者数
 （過年度卒業生も含む）
採用年度 中学校・高等学校
特別支援
学校 合計
平成17年度 0 2 2
平成18年度 1 1 2
平成19年度 3 6 9
平成20年度 2 14 16
平成21年度 3 9 12
平成22年度 7 12 19
平成23年度 5 13 18
平成24年度 4 7 11
平成25年度 6 7 13
平成26年度 8 8 16
平成27年度 11 7 18
平成28年度 5 23 28
合　計 55 109 164
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４．本研究の目的・方法
　本研究では，保健体育科教員を養成するた
めの基本的な知識や指導方法を教授する「保
健体育科教育法」における授業内容を示し，
保健体育科教員養成のための今後の課題を明
らかにすることを目的とする。特に今回は必
修科目である保健体育科教育法Ⅰ〜Ⅲに焦点
を当てて論述する。
　研究方法は，保健体育科教育法の授業のね
っているのはそのためである。特に，器械体
操，陸上競技，バスケットボール，バレーボ
ールに関しては，各実技科目（１単位）を履
修し，基本的な技術を修得した後に，「指導
演習」を履修することとしている。
　教職に関する科目では，「保健体育科教育
法をⅠ〜Ⅳ」まで配置し，保健体育科教員と
しての知識と指導力の育成に努めている。
表２　中学校教諭一種免許状｢保健体育｣及び高等学校教諭一種免許状｢保健体育｣の授業科目・
単位（北翔大学『学生便覧2015』p182より作成）5）
（１）教科に関する科目
授業科目 中単位数 高単位数
生涯スポーツ指導演習（体つくり運動） ② ②
生涯スポーツ指導演習（器械運動） ② ②
生涯スポーツ指導演習（陸上競技） ② ②
生涯スポーツ（水泳・水中運動） ① ①
生涯スポーツ指導演習（バスケットボール） ② ②
生涯スポーツ指導演習（バレーボール） ② ②
生涯スポーツ（野球・ソフトボール） ① ①
生涯スポーツ（バドミントン） 1 1
生涯スポーツ（サッカー） 1 1
生涯スポーツ（冬季スポーツ） ① ①
生涯スポーツ（ダンス） ② ②
生涯スポーツ（武道） ② ②
野外教育実習 ② ②
体育原理 ② ②
スポーツ心理学 ② ②
スポーツマネジメント 2 2
スポーツ社会学 2 2
スポーツ運動学 ② ②
スポーツ史 2 2
生理学 ② ②
運動生理学 ② ②
衛生学及び公衆衛生学 ② ②
学校保健 ② ②
合計必要修得単位数 33 33
（２）教職に関する科目
授業科目 中単位数 高単位数
教職概論 ② ②
教育原理 ② ②
教育心理学 ② ②
教育経営学 ② ②
教育課程論 ② ②
保健体育科教育法Ⅰ ② ②
保健体育科教育法Ⅱ ② ②
保健体育科教育法Ⅲ ② ②
保健体育科教育法Ⅳ 2 2
道徳教育論 ②
特別活動論 ② ②
教育方法論（情報機器・教材活用を含む） ② ②
生徒指導論（進路指導を含む） ② ②
教育相談論（カウンセリングを含む） ② ②
教育実習事前指導 ① ①
教育実習事後指導 ① ①
教育実習Ⅰ ④ 4
教育実習Ⅱ 2
教職実践演習（中・高） ② ②
合計必要修得単位数 34 30
（３）教科又は教職に関する科目
授業科目 中単位数 高単位数
学校ボランティア活動Ⅰ 1 1
学校ボランティア活動Ⅱ 1 1
介護等体験 ① 1
道徳教育論 2
合計必要修得単位数 8 16
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らい，内容，展開方法を示し，学生からの授
業評価を参考にし，今後の課題を明らかにす
る。
Ⅱ．各科目での取り組み
１．保健体育科教育法Ⅰ
（１）ねらい・到達目標
　保健体育科教育法Ⅰ（担当教員：吉澤正
伸）は，２年次前期に配置されている（表３）。
授業のねらいは，「保健体育科教育の意義・
価値観を主に，学校体育の在り方，学校スポ
ーツ等の理解を深める。目標，内容，指導計
画，学習指導方法，評価方法等について学習
し，保健体育科教員として授業を展開してい
くのに必要な基礎的要素を学ぶ」6）ことであ
る。
　到達目標は，「教職課程の履修方法を理解
できる」「保健体育科の小学校，中学校，高
等学校の関連がわかる」「学校体育から生涯
スポーツまでを理解できる」を位置付けた。
（２）講義内容
　授業内容は，体育科の変遷，体育の存在意
義・必要性，学校教育の課題と役割，中学校・
高等学校学習指導要領の目的・内容・方法の
理解などを取り上げる。
　具体的には，中学校・高等学校の学習指導
要領解説保健体育編の内容の理解を中心にす
すめ，各領域における目的・内容について，
学生が理解できるようにする。体育・保健の
両分野を取り上げ保健体育の内容の基礎的理
解を目標とする。
（３）講義の特徴
　授業は，基本的には講義形式で進めるが，
学生への質問・討議・ミニレポートなどを課
し，学生が能動的に学べるようにしている。
（４）評価
　評価は，通常の授業の意欲・態度が30％，
筆記テストが70％で行う。
２．保健体育科教育法Ⅱ
（１）ねらい・到達目標
　保健体育科教育法Ⅱ（担当教員：竹田唯
史）は，２年次後期に配置されている（表４）。
授業のねらいは，「保健体育科の目的や意義
を理解し，各種目の指導目標・指導内容・指
導計画，指導方法，評価方法等について理解
を深め，保健体育科教諭として授業を展開し
ていくのに必要な資質・能力を養う」7）こと
である。
　到達目標は，「保健体育科の目的・内容・
方法について理解する」「各領域のねらい，
技術，指導方法について理解し，指導計画を
立案できる」「各領域のルール，歴史などを
理解できる」の３点を位置付けている。
（２）講義内容
　授業内容は，体育実技の各領域（体づくり，
器械運動，陸上競技，水泳，球技，武道，ダ
ンス）の目標・内容・指導方法を取り上げる。
　具体的には，各領域の運動の特質，技術・
戦術・ルール・指導方法について講義し，運
動の仕組みや上達の過程を理解し，確実に生
徒を上達させることができるような指導方法
論及び指導実践について学ぶ内容としてい
る。授業はビデオ教材を積極的に活用し，実
際の「動き」を通して学生が指導方法を理解
できるようにしている。
　以下に授業で取り上げている特徴的な内容
を示す。
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表３　保健体育科教育法Ⅰシラバス6）
講義名 保健体育科教育法Ⅰ 講義形態 講義 単位数 2
教員名 吉澤　正伸
授業の
目　的
ねらい
保健体育科教育の意義・価値観を主に、学校体育の在り方、学校スポーツ等の理解を深めます。目標、内容、
指導計画、学習指導方法、評価方法等について学習し、保健体育科教員として授業を展開していくのに必
要な基礎的要素を学びます。
到達目標
（１）教職課程の履修方法を理解できる。
（２）保健体育科の小学校、中学校、高等学校の関連がわかる。
（３）学校体育から生涯スポーツまでを理解できる。
授業の
計　画
第１回
【テーマ】授業のガイダンス
【計画内容】15回の授業展開および保健体育科教育法の意義について学びます。
【準備学習の内容】シラバスの内容を熟読しておくこと。
第２回
【テーマ】変遷
【計画内容】体育科の変遷について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領の第1章の1を読んでおくこと。
第３回
【テーマ】体育の必要性①
【計画内容】体育の存在意義について学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントを復習しておくこと。
第４回
【テーマ】体育の必要性②
【計画内容】運動、スポーツ、遊び活動を通しての健康体への意識づくりを学びます。
【準備学習の内容】配付されたプリントを復習しておくこと。
第５回
【テーマ】教職教育課程
【計画内容】保健体育科教諭の免許取得と履修する内容について学びます。
【準備学習の内容】学生便覧の教職課程履修規定を読んでおくこと。
第６回
【テーマ】新しい体育
【計画内容】学校教育の課題とは何か、その中で体育科教育の果たす役割について学びます。
【準備学習の内容】学校教育および体育の課題を整理しておくこと。
第７回
【テーマ】学習指導要領
【計画内容】中学校・高等学校学習指導要領の目的・内容・方法の解説、指導法の基礎的事項、それぞれの目標を学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章を読んでおくこと。
第８回
【テーマ】中学校学習指導要領①
【計画内容】中学校学習指導要領の体育分野の目標について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第２節（体育分野）を読んでおくこと。
第９回
【テーマ】中学校学習指導要領②
【計画内容】中学校学習指導要領の体育分野の内容について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第２節（体育分野）を読んでおくこと。
第
10回
【テーマ】中学校学習指導要領③
【計画内容】中学校学習指導要領の体育分野の目標・内容の取り扱いについて学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第２節（体育分野）を読んでおくこと。
第
11回
【テーマ】中学校学習指導要領④
【計画内容】中学校学習指導要領の保健分野の目標・内容・それぞれの取り扱いについて学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第２節（保健分野）を読んでおくこと。
第
12回
【テーマ】高等学校学習指導要領①
【計画内容】高等学校学習指導要領の科目「体育」の目標・内容について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第１節体育を読んでおくこと。
第
13回
【テーマ】高等学校学習指導要領②
【計画内容】高等学校学習指導要領の科目「体育」の目標・内容について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第１節体育を読んでおくこと。
第
14回
【テーマ】高等学校学習指導要領③
【計画内容】高等学校学習指導要領の科目「保健」の目標・内容について学びます。
【準備学習の内容】学習指導要領解説保健体育編の第２章第１節保健を読んでおくこと。
第
15回
【テーマ】保健体育科教育法Ⅰのまとめ
【計画内容】まとめと振り返り。
【準備学習の内容】前回までに配付したプリント等について復習しておくこと。
テキスト プリントを使用します
参考書
『中学校・高等学校学習指導要領』、文部科学省、東山書房、2008・2009年
『中学校・高等学校学習指導要領解説保健体育編』、文部科学省、東山書房、2008・2009年
『体育科教育学入門』、高橋建夫・岡出美則・友添秀則・岩田靖、大修館書店、2010年
成績評価
の方法
意欲・態度 筆記試験 課題提出 実技テスト 作品提出 確認テスト その他
配分 30％ 70％
実施時期 平時 最終
補足
質問への対応 初回講義時に具体的に説明します
資　格 中・高1種（保健体育）必修
その他
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表４　保健体育科教育法Ⅱシラバス7）
講義名 保健体育科教育法Ⅱ 講義形態 講義 単位数 2
教員名 竹田　唯史
授業の
目　的
ねらい
保健体育科の目的や意義を理解し、各種目の指導目標・指導内容・指導計画、指導方法、評価方法等につ
いて理解を深め、保健体育科教諭として授業を展開していくのに必要な資質・能力を養う。
到達目標
（１）保健体育科の目的・内容・方法について理解する。
（２）各領域のねらい、技術、指導方法について理解し、指導計画を立案できる。
（３）各領域のルール、歴史などを理解できる。
授業の
計　画
第１回【テーマ】体育の目標
【計画内容】学習指導要領に示された体育の目標について理解する。学習指導要領の歴史的変化について学び、現在の
学習指導要領についての理解を深める。
【準備学習の内容】学習指導要領を精読してくること。
第２回
【テーマ】体育の内容
【計画内容】体育実技で取り上げる内容、領域について理解する。また各領域のねらい、内容、指導方法について理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領を精読してくること。
第３回【テーマ】体つくり運動（体ほぐし運動、体力を高める運動）
【計画内容】体つくり運動の意義や目的、内容について理解する。また体ほぐしの運動や体力を高めるための運動の具
体的な方法について理解し、指導計画を立案することができる。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第４回【テーマ】器械運動（マット、鉄棒、跳び箱、平均台）
【計画内容】各種目の目的、内容、技の種類について理解を深める。また、各種目を安全にそして、確実に習得するた
めの方法論を理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第５回【テーマ】陸上競技
【計画内容】短距離走、長距離走、投てき種目、跳躍種目、リレー種目：各種目の内容、方法、ルール、指導方法につ
いて理解する。特に運動の技術や方法について理解し、効果的な指導方法を検討する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第６回【テーマ】水泳
【計画内容】クロール、平泳ぎ、バタフライ：各技法の技術、指導方法について理解する。また呼吸を中心とした基礎
泳法について理解し、近代泳法への発展方法を理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第７回【テーマ】球技（１）：ネット型
【計画内容】バレーボール、バドミントンなどのネット型種目の特性、ルール、技術、戦術について理解する。それぞ
れの種目の面白さである技術的特質についても理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第８回【テーマ】球技（２）：ゴール型
【計画内容】バスケットボール、サッカーなどのゴール型種目の特性、ルール、技術、戦術について理解する。それぞ
れの種目の面白さである技術的特質についても理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第９回【テーマ】球技（３）：ベースボール型
【計画内容】野球、ソフトボールなどのベースボール型種目の特性、ルール、技術、戦術について理解する。それぞれ
の種目の面白さである技術的特質についても理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
10回
【テーマ】武道（柔道、剣道、相撲）
【計画内容】日本の伝統競技である武道の歴史、意義、価値について理解する。それぞれの種目の技の種類、指導方法、
ルールについて理解を深める。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
11回
【テーマ】ダンス
【計画内容】創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスなどの種目の目的、内容、授業展開方法について
理解する。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
12回
【テーマ】年間指導計画作成の実際
【計画内容】各種目を年間を通して、どのように指導するかという指導計画の立案方法を学ぶ。学校の特色、地域の特
色を生かした指導計画の立案方法を学ぶ。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
13回
【テーマ】指導案の作成方法（１）
【計画内容】指導案の作成方法について学ぶ。各種目の指導案の作成方法を学ぶ。実際に指導案を作成し、受講生同士
で評価し合う。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
14回
【テーマ】指導案の作成方法（２）
【計画内容】指導案の作成方法について学ぶ。各種目の指導案の作成方法を学ぶ。実際に指導案を作成し、受講生同士
で評価し合う。
【準備学習の内容】学習指導要領の関連部分を精読してくること。
第
15回
【テーマ】まとめとふり返り、理論テスト。
【計画内容】これまで学んできた各種目のルール、技術などを振り返り、理論テストを行う。
【準備学習の内容】これまでの学習内容を復習してくる。
テキスト
『北海道・札幌市の専門教養保健体育科2016年度版』、協同出版、2014年
『中学校・高等学校学習指導要領』、文部科学省、東山書房、2008・2009年
『体育実技』、学研、2015年
参考書 『体育科教育学入門』、高橋建夫・岡出美則・友添秀則・岩田靖、大修館書店、2010年
成績評価
の方法
意欲・態度 筆記試験 課題提出 実技テスト 作品提出 確認テスト その他
配分 30％ 70％
実施時期 平時 最終
補足
質問への対応 E-Mail：take＠hokusho-u.ac.jp　研究室：437研究室
資　格 中・高1種（保健体育）必修
その他 本科目は教育実習を行う前年度までに必ず履修しておく必要がある科目です。教科書は必ず購入のこと。
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１）器械運動
　マット運動の基本技における中核的な技術8）
を明らかにし，学生へ提示している。具体的
には，前転における「腰角拡大技術」（図１），
開脚前提における「腰角拡大技術からの開脚
技術」「胴体の前方倒しと腕による押し込み技
術の協応」「脚部の内転筋を利用した立ち上が
り技術」などを中核的な技術として指導して
いる9）。
２）陸上競技
　陸上競技においては，学校体育研究同志会
が提唱する「田植え走」を紹介している。「田
植え走」とは，出原泰明氏によって体系化さ
れた短距離走の教材であり，走者の足跡にお
手玉などで印をつけ，ストライド長（歩幅），
10ｍ区間タイムを計測し，区間タイムを算出
するものである10）。これにより自身の走りを
客観的にとらえ，課題を見つけ修正すること
ができる（図２，図３）。
　またリレーにおいては，バトンパスの「利
得区間」を利用し，４名の合計タイムよりも
リレーのタイムが短縮すること，バトンパス
の精度を高めることを中心的なねらいとした
指導方法を紹介している。図１　腰角を拡大した前転
図２　田植え走による区間タイム11）
図３　田植え走による足跡の軌跡
左：一直線上を走るタイプ
右：骨盤の幅で脚を前に出すタイプ
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独自の教材として位置付けている（図４）14）。
４）バスケットボール
　星野の実践に基づき15），シュートを確実に
決めることのできる位置（重要空間）の認識
（図５），重要空間に立ち，パスを受けてシュ
ートを行う学習，重要空間に走り込み（カッ
トイン），パスを受けてシュートする学習な
ど，重要空間からのシュートとその防御を中
心として教材を配列することを指導する。
（４）評価
　成績評価は，通常授業の意欲・態度が30％，
筆記テストが70％で行う。また毎回の授業の
終了時にも各回で学んだ領域の練習問題を課
し，各種目のルールや技術・指導方法を確実
に修得することを目指している。 
３．保健体育科教育法Ⅲ
（１）ねらい・到達目標
　保健体育科教育法Ⅲ（担当：杉岡品子）は
３年次前期に配置されている。本科目は，「保
健体育科」に包含される中学校「保健分野」（以
下:「保健分野」），高等学校「科目保健」（以
下:「科目保健」）の学習指導方法に関するも
のである。このため，「保健体育科」の教科
３）バレーボール
　 バ レ ー ボ ー ル に お い て は 進 藤（2003，
2007）の実践に基づき12） 13），アンダーハンド
パスにおいては，両腕の「面形成動作」，ボ
ールの「待ち受け動作」，「送り出し動作」「脚
の伸展継続動作」を中核的な技術として提示
する。そして初心者の動作では，脚部の曲げ
から伸展動作が見られず，肩関節を支点とし
た「腕の振り動作」主体でボールを返球して
いること，ボールとの打点が手首より前であ
ることなど現れやすい問題点をその改善方法
を指導している。
　オーバーハンドパスにおいては，初心者に
みられる「打つ，弾くパス」ではなく，準備
局面における肘関節の屈曲動作による「緩衝
技術」と，主要局面における脚部からのボー
ルの「押し出し技術」を中核的な技術として
指導する。
　また，ゲームでの三段攻撃に発展するため
のオーバーハンドとアンダーハンドパスを学
習するための「３対３」のボール回し練習も
図４　３対３
①アンダー，②オーバー，③オーバー，
④アンダー，⑤オーバー，⑥オーバー
図５　シュート位置調査
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４）第５〜６回
　学習指導案（単位時間計画）に関する具体
的な項目や作成時に留意する点について理解
を深め，指導方法について
学ぶ。
５）第７回・第８回
　これまで学習したことを基盤とし，各自で
「科目保健」の１単元（教員が単元を割り振り）
の教材研究を行う。そして，学習指導案例（表
６）に沿って学習指導案の作成を進め，第15
回目に提出する。また，同時並行で４〜５人
のグループ毎（教員が同じ単元毎にグループ
編成）に，第９〜14回の模擬授業の準備を
行う
６）第９〜14回（後半）
　１コマの授業において，２グループが模擬
授業を実施し（30分間の授業を，１人６〜７
分間ずつ交代しながら実施），模擬授業後に
明確となった課題を整理する。他の学生は，
生徒役として参加し，模擬授業を評価し，各
学生に授業内容を評価・フィードバックする。
　尚，学生は２年次後期科目「学校保健」で
大学院生等による保健の模擬授業を受け，授
業の進め方，最近の話題や具体例の取り入れ
方，説明の仕方等を学んでいる。
６）第15回
　各自が作成した学習指導案を提出する。ま
た，第２〜８回目までの講義を振り返り，確
認テストを受ける。
（３）講義の特徴
　学習指導案は，指導計画の中で最も具体的
なものであり，保健授業を実践する上で授業
のシナリオとなる。このため，授業がイメー
ジできるように，学習目標，学習内容，学習
活動，指導方法等を明確に記述することが必
目標を実現することを基盤とし，「保健分野」，
「科目保健」の学習指導を到達すべき方向に
向けた指導を行うものである。
　従って，本授業のねらいは，「保健体育科
の目標を実現するために，学習指導を計画
的・系統的に，しかも効率的に進め，調和の
取れた指導計画の立案･作成法を実践的に追
求する」こととした。
　到達目標は，「豊かなスポーツライフの実
現を目指す学習指導法が理解できる」「活力
ある生活を支え，たくましく生きるための体
力向上を目指す学習指導方法が理解できる」
「個に応じた指導の充実を目指す学習指導法
が理解できる」「生涯にわたり健康な生活を
実践できる保健授業の学習指導方法が理解で
きる」を位置付けた。
（２）講義内容
　講義計画は，表５の通りである。前半（第
１回から第８回）と後半（第９回〜第15回）を，
以下の内容で展開している。
１）第１回
　本科目の目的，目標，展開内容，評価方法
を理解する。
２）第２〜３回
　「保健分野」，「科目保健」は『保健体育科』
の教科目標を実現することを基盤としている
ことから，まず，教育過程編成の編成及び『保
健体育科』の教科目標，「保健分野」「科目保
健」の目標について理解を深める。
３）第４回
　指導計画に関する一般的な内容を復習した
後，「保健分野」「科目保健」の年間指導計画，
単元計画について，学校行事や他教科との関
わり，地域や学校事情等を考慮した配当時間
等を含めたことを学ぶ。
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要である。学習指導案の基準的な形式は定め
られてはいないが，本科目では「生徒に対し
ていかによりよい授業を提供するか」という
前提のもと，詳細な内容の学習指導案例（表
６）を提示し，それに沿って作成することを
義務づけることで，学習指導案作成の能力の
育成を図っている。
　本科目の講義終了時のアンケートに「保健
分野は知識として身についているものが少な
いので体育分野より難しい」，「体育分野は実
技を見せながら教えるので容易だが，保健分
野は言葉で伝わるように説明が必要なので難
しい」と記載する学生も多く，「体育」の指
導は得意としているが，「保健」の指導は苦
手としているという傾向が見られる。このた
め，上述したように後半は，模擬授業の実施
に充てている。ここでは，生徒役として参加
する学生は，評価表（授業全体の評価，各学
生の良かった点・改善すべき点を記載）を作
成しなから学ぶ。模擬授業を実施した学生は，
評価表によるフィードバックを受けることで，
自分自身と向き合う機会を持ち，保健授業を
実践できる力量を身につけるようにしている。
（４）評価
　評価は，平時の授業の意欲・態度が20％（毎
回の小レポート），筆記テスト50％，課題提
出（学習指導案提出）30％で行う。
表５　保健体育科教育法Ⅲの講義計画
回 テーマ 内　容
第１回 オリエンテーション 目的，目標，展開内容，評価方法を説明する
第２回
中学校・高等学校『保健体育科』教育課程の
編成
中学校，高等学校の教育課程の理解を深める
第３回
『保健体育科』の教科目標中学校「保健分野」
高等学校「教科保健」の目標
『保健体育科』の教科目標，中学校「保健分野」
高等学校「教科保健」の目標を理解する
第４回
中学校「保健分野」高等学校「教科保健」の
年間指導計画，単元計画
学校行事，他教科との関わり及び地域，学校
事情等を考慮した配当時間等を学ぶ
第５回
中学校「保健分野」高等学校「教科保健」の
学習指導案（１）
学習指導案作成時に留意する事項を理解する
第６回
中学校「保健分野」高等学校「教科保健」の
学習指導案（２）
学習指導案の作成について学ぶ
第７回 保健授業における学習の進め方（１） 授業展開時の内容・ポイント等を研究する
第８回 保健授業における学習の進め方（２） 授業展開時の教材，教具，機材活用等を研究する
第９〜14回 模擬授業（１）〜（６） 模擬授業を実施し，評価・課題等の整理をする
第15回 振り返りとまとめ 振り返りと確認の試験，まとめを行う
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表６　学習指導案例
教科名 保健体育 科目 保健
授業者 ○○　○○（学生番号） 指導教者 ○○　○○　先生
日時 平成○年○月○日　○曜日　２時限 授業学級
１年○組40名
（男子20名、女子20名）
【単元の指導計画】
単元名 「現代社会と健康」　イ　健康の保持増進と疾病の予防（７時間）
単元の設定
理由
　この内容については、中学３年の「健康な生活と疾病の予防」の単元で「ア　健康の成り
立ちと疾病の発生要因」での学習がある。この学習を受けて、高等学校では、「健康の保持増
進と疾病の予防」について、健康の保持増進と生活習慣病の予防に、調和のとれた生活の実
践の必要性や、喫煙や飲酒、薬物乱用が、心身の健康や社会に深刻な影響を与えるため、個
人や社会環境への対策の重要性とその具体策について、理解を深めることが必要である。ま
た、感染症の発生や流行は、時代や地域により違いがあるため、その状況に対応した対策が
必要であることについても、理解することが、現代社会で健康を保持増進する上でより一層
必要であるため、設定した。
単元目標
①健康の保持増進と疾病の予防について、意欲的に取り組み、人間の健康の保持増進のため
に必要なことについて、理解を深めることができるようになる。
②環境が大きく変化する現代社会では、健康保持増進することや疾病を予防することは難し
くなっているが、学習した内容を、自らの健康を守る行動につなげることについて考える
ことができる。
③健康の保持増進と疾病の予防について、社会的な視点から考えることができるようになる。
単元計画
（ア）生活習慣病と日常の生活行動
　①「生活習慣病と日常の生活行動」…１時間
（イ）喫煙・飲酒と健康
　①「喫煙と健康」‥１時間　　②「飲酒と健康」‥１時間
（ウ）薬物乱用と健康
　①「薬物乱用と健康」‥１時間　　②「医薬品と健康」‥１時間
（エ）感染症とその予防
　①「感染症とその予防」‥１時間　　②「エイズとその予防」‥１時間（本時）
評価の観点
（１）「関心・意欲・態度」
　・生活習慣病と日常の生活行動、喫煙、飲酒と健康、薬物乱用と健康、感染症とその予防
について、資料を探したり、見たり、読んだりするなどの学習活動に意欲的に取り組も
うとしている。
（２）「思考・判断」
　・生活習慣病と日常の生活行動、喫煙、飲酒と健康、薬物乱用と健康、感染症とその予防
について、学習したことを、個人及び社会生活や事例と比較したり、分析したり、評価
したりするなどしている。また、筋道を立ててそれらを説明している。
（３）「知識・理解」
　・生活習慣病と日常の生活行動、喫煙、飲酒と健康、薬物乱用と健康、感染症とその予防
について、理解したことを発言したり、記述したりしている。
【単元の指導計画】
本時の目標
①エイズについて、感染経路や予防の必要性について説明できるようになる。
②エイズや性感染症の予防のために、自分ができること、社会がすべきことを考えられるよ
うになる。
評価の観点
①エイズはどのような病気なのか考え、理解しようとし、意欲的に学習活動に取り組んでい
る。（関心・意欲・態度）②エイズは、どのような感染経路があり、なぜ予防が必要なのか
考え、感染防止のためにどのような行動が適切なのかを考え、説明することができる。（思
考・判断）
③エイズの感染経路、予防法、治療法の項目について、理解したことを発言したり、記述し
たりすることができる。（知識・理解）
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【本時の展開】
段階
時間
指導内容
（学習内容） 学習活動
教師の支援
（指導上の留意点） 評価の観点
導入
10分
・挨拶、出欠確認
・本時の内容（エイズ）
について
・エイズという言葉を
聞いたことがある
か、またはどのよう
な病気か知っている
か
・エイズとは、ヒト免疫不全ウイルス
（HIV）によって免疫細胞が破壊され、
後天的に免疫不全を起こす免疫不全症
で、性行為感染症の一つ。
・アメリカでエイズが広がり始めた頃、
原因不明の死の病に対する恐怖に加え
て、感染者にゲイや麻薬の常習犯が多
かったころから感染者に対して社会的
な偏見がもたれたことがあった。
☆発問
　●エイズを知っているか
　●どのようなことが原因で起きるか
　●どんな病気か
　●予防法はあるか
・生徒の様子をしっか
り確認する。（健康
確認）
・エイズのことをどの
くらい知っているの
か把握する
・知っている人は手を
挙げてもらう
・何人くらいの生徒が
知っているか把握す
る
・生徒の発言を促すよ
うに問いかける。
・ノートをとる準備が
出来ているか
　（意欲・関心・態度）
・発言する姿勢が見ら
れるか
　（意欲・関心・態度）
展開
30分
１．全人類の課題─
　エイズ
①エイズの現状
☆音読
　◆①Ｐ28　エイズは〜
　　　　　　心配されています（図１）。
☆発問
　▼エイズにはどのような感染経路があ
るか
★板書　AIDについて板書する。（板書１）
　別紙参照
☆説明
●エイズは正式には後天性免疫不全症候
群といい、HIVが体内に侵入すること
によって感染する病気です。
●日本における初期のHIV感染の大半
は薬害によるものでしたが、今後は性
行為による感染者・患者の増加が心配
されている。
●日本では感染者数は増加の一途をた
どっており、１日に約４人が感染して
います。
・生徒がわからない字
を読むサポート
・教科書の大切な箇所
にマーカーを引く
・３つあることを事前
に伝える
・ランダムに当てて答
えてもらう
・後ろの生徒に板書が
見えているか確認す
る。
・板書の重要な箇所は
色を変えて書く。
・左記のことをベース
にわかりやすく噛み
砕いて説明する
・大きな声ではっきり
読んでいるか
・当たったらすぐに読
めるように準備集中
しているか
　（意欲・関心・態度）
・発言する姿勢が見ら
れるか
　（意欲・関心・態度）
・ノートをしっかり
とっている様子か。
　（意欲・関心・態度）
・集中して聞いている
か
・きちんと理解しよう
としているか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
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②エイズ流行の原因 ☆音読
◆②Ｐ28　HIV感染を〜
　　Ｐ29　ということがおこるのです　
　　　　　　　　　　　　　（図２）。
☆発問
　・エイズの潜伏期間はどのくらいか
　・治療法はあるか
☆説明
　●エイズを完治させることは今の医療
技術では不可能
　●しかし、抗HIV薬は様々ものが開
発されている。
　●今は、感染すると多剤併用療法
（HAART療法）が行われる
　●抗ウイルス薬治療は開始すれば一生
継続しなければならない
　●クラミジアなど、他の性病に感染し
ているとHIVの感染率は３〜５倍増
加します。
・生徒が飽きないで少
し緊張感を持てるよ
うにランダムに当て
て読んでもらう
　（２月なので出席番
号２番など）
・上記のようにランダ
ムに当てる
・答えが出なければヒ
ントを与える
・仲間の音読を聞いて
いるか
　（意欲・関心・態度）
・発言する姿勢が見ら
れるか
　（意欲・関心・態度）
・集中して聞いている
か
・きちんと理解してい
るか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
２．エイズへの対策
①個人の対策
☆音読
　◆Ｐ29　私たちが〜明らかです。
　◆Ｐ29　相手が〜必要となります。
★板書　感染経路について板書する。
 （板書②）
　別紙参照
☆説明
　●エイズの感染経路は主に３つ
　●握手やトイレ、お風呂など、空気感
染では移らない
　●HIVに強い感染力はなく、空気中・
水中・食べ物の中では生存できない
　●人間の傷口、血液には絶対に直接触
らない
・ランダムに当てて読
んでもらう
・生徒がわからない漢
字を読むのをサポー
トする
・大事なところにマー
カーを引く
・後ろの席の人に黒板
が見えるか確認する
・左記のことと、板書
計画を照らし合わせ
て説明
・一つは感染者との性行
為で、コンドームを
つけることで回避でき
る。エイズとともに、
性感染症も避けられ
る。信頼性が高く、劣
化していないコンドー
ムを使用すること。
・二つ目は血液での感
染で、感染者との薬
物の回し打ちがあげ
られ、注射針の使い
回しが原因
・ 三 つ 目 は 母 子 感 染
で、HIV感染者の母
親から感染する。主
に母乳、胎盤から。
・教科書に集中してい
るか
・読んでいるところを
目で追っているか
・当たったらすぐに読
めるよう準備
　（意欲・関心・態度）
・集中しているか
・板書をしっかりして
いるか
　（意欲・関心・態度）
・集中して聞いている
か
・きちんと理解してい
るか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
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②社会の対策 ☆音読
◆Ｐ29　HIV抗体検査や〜たいせつな
のです。
★板書　抗体検査、症状について板書す
る。
（板書③）別紙参照
☆説明
　●多くの人は、だいたい５〜10年は
無症状（日和見感染症）で過ごし、見
た目は健康なので感染に気付きにく
い。重症化する前に検査を受けること
がたいせつ。
　●心配な行為があった時から３カ月後
から検査は可能
　●早期発見・早期治療が大切
・生徒が読めない漢字、
読むのをサポート
・色付きチョークを使
う際には見えずらく
ないか確認し、見え
ずらいようであれば
色で線を引くだけに
留める。
・後ろの人がちゃんと
みえているかときど
き確認する
・心配なことがあれば
すぐに検査を受け、
早期発見・早期治療
が大切なことを伝え
る。
・大きな声ではっきり
読んでいるか
・当たったらすぐに読
めるよう準備、集中
しているか
　（意欲・関心・態度）
・きちんと板書を書き
写しているか
　（意欲・関心・態度）
・しっかり集中して聞
いているか
・理解しようとしてい
るか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
まとめ
10分
・本時のまとめと評価
・次回の予告
・連絡
・挨拶（解散）
☆ふりかえり
　●エイズの感染経路
　●エイズの症状
　●エイズの予防法
　●早期発見・早期治療が大切
☆次回の予告
　●次回は健康に関わる意志決定と行動
選択について学んでいきます
　●家でＰ30を読んで予習しておくこと
☆連絡
　●今日、教科書忘れちゃった人は次回、
必ず持ってきて下さいね。
・エイズの感染経路に
はどんなものがあっ
たか挙げる、もしく
は当てて挙げてもら
い、フィードバック
する
・エイズの予防法には
どのようなものがあ
るか
・次回のページと行う
内容を説明
・教科書を読んで予習
をすることを促す
・教科書を忘れた人に
は随時注意し、最後
に次は忘れないよう
に周知徹底する
・今日学んだことを理
解しているか
・エイズの感染経路、
予防法を説明できる
か
・上記のことを理解し
たか
　（知識・理解）
・次回のページを理解
したか
・教科書を持ってくる
意思はあるか
　（意欲・関心・態度）
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Ⅲ．まとめと課題
　本論においては北翔大学生涯スポーツ学部
スポーツ教育学科の保健体育養成課程におけ
る保健体育科教育法Ⅰ〜Ⅲを対象として，そ
の授業のねらい，授業内容・展開・評価など
について論述した。各科目における課題を以
下に記す。
（１）保健体育科教育法Ⅰ
　保健体育科教育法Ⅰは保健体育科教育法の
導入科目であり，最も基本的な内容を学習す
る。その内容は教員として必ず理解しておく
必要がある内容であり，さらに教員採用試験
にも出題される内容である。開講年度が２年
次前期ということもあり，学生は高い意識を
持って取り組むことが難しい状況にある。講
義の中においては，体育教師の役割ややりが
いを伝えるのであるが，学生は，「教員免許
は欲しいが，自分は教員にはなれない」と決
めつけてしまい学習意欲の向上につながって
いない学生もみられる。このような状況から，
学生の学習意欲向上が今後の課題である。
（２）保健体育科教育法Ⅱ
　保健体育科教育法Ⅱにおいては，保健体育
科教育法Ⅰでみられた課題を解決するため
に，学習意欲の向上，本気で教員を目指すた
めの動機づけを行っている。それは，これま
での教員採用合格者数の実績を示しながら，
そして，しっかりと学習することにより「教
員に絶対になれる」という意識を高めるよう
にしている。初回の授業には，白紙の紙に「絶
対に保健体育科教員に現役で合格する」と大
きく書かせ，それを部屋に貼っておくように
伝えている。スポーツ心理学における目標設
定を応用している16）。
　今後の課題は，学生が本授業で理論的に理
解した指導方法を，指導実践することにより
実体験を積んで行く機会を設定することであ
る。
　授業終了後の学生からのアンケートにおい
ては，「いろいろな競技の指導方法を理解で
きた」「パワーポイントでわかりやすかった」
「先生が生徒を飽きさせなかった」などの記
載が見られたが，今後，さらに授業内容の充
実が課題としてあげられる。
（３）保健体育科教育法Ⅲ
　本科目では，保健授業を実践する専門的力
量の形成の一環として，模擬授業を実施して
いる。しかし，履修人数が100名を超えてい
ることから，全員が模擬授業を実施すること
ができない状況である。このため，教育実習
に関する他の科目等において保健授業の模擬
授業の実施の検討を行う必要がある。
　「保健分野」，「科目保健」は，上島ら（2014）
が学校における健康教育の一環として重要な
教科として位置づけられ，〈こころとからだ
の健康にかかわる実践的な知と技術を学び育
む〉と述べているように17），そこで取り扱う
内容は多岐にわたる。しかし，近年，保健教
師を養成する大学等において保健に関する教
科専門科目数は減少しており，本学でも同様
の状況である。このため，学習指導案や模擬
授業の内容を見ても，「保健分野」，「科目保健」
に関する知識不足が散見される。今後は，他
の科目と連携を図りながら，学生が保健授業
を実践するのに必要不可欠な知識を得ること
ができるように検討する必要がある。
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